
【調査結果の概要】

　本調査は、2020年農林業センサスに基づく農業経営体のうち、なたねを10ａ以上作付けし、販売する個別経営
体（世帯による事業を行う経営体（法人格を有する経営体を含む。））を対象に実施した。

農　業　経　営　統　計　調　査

令和６年産　なたね生産費

令和６年産なたねの10ａ当たり資本利子・地代全額算入生産費（以下「全算

入生産費」という。）は６万59円で、前年産に比べ5.4％増加し、60kg当たり

 全算入生産費は１万3,063円で、前年産に比べ21.4％増加した。
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図 なたねの全算入生産費（全国、10ａ当たり）
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△ 13.9

ａ 372.9 392.0 -

時間 2.80 2.41 -

5.1

21.4

資本利子・地代全額算入生産費 〃 56,999 60,059 -

60 ㎏ 当 た り 全 算 入 生 産 費 円 10,758 13,063 -

10 ａ 当 た り 労 働 時 間

△ 13.2

１ 経 営 体 当 た り 作 付 面 積

4.4

支払利子・地代算入生産費 〃 48,630 50,775 - 4.4

生産費（副産物価額差引） 〃 47,430 49,504 -

5.4

4.9 6.5

労 働 費 〃 5,007 4,366 8.8 △ 12.8

2,444

費 用 合 計 〃 47,430 49,504 100.0 4.4

農 機 具 費 〃 8,687 11,469 23.2 32.0

賃 借 料 及 び 料 金 〃 10,356 8,348 16.9 △ 19.4

光 熱 動 力 費 〃 2,295

表　なたね生産費（全国）

区 分 単位 令 和 ５ 年 産

令 和 ６ 年 産 対前年産

実 数 構成割合 増 減 率

10 ａ 当 た り ％ ％

10 ａ 当 た り 収 量 ㎏ 318 276 -

物 財 費 円 42,423 45,138 91.2 6.4

う ち 肥 料 費 〃 12,737 13,727 27.7 7.8
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◎　累年データ

円 円 円 円 時間 ㎏ ａ ha ｔ

51,950 33,762 10,185 11,232 7.18 277 154.7 1,630 3,160

50,516 31,787 10,948 11,974 7.71 253 169.2 1,980 3,650

50,463 33,016 9,447 11,840 6.59 256 194.7 1,980 3,670

49,657 32,509 7,837 13,255 5.14 225 246.7 1,920 3,120

54,669 38,355 5,218 11,113 3.02 295 270.8 1,900 4,130

58,071 40,365 6,108 12,889 3.58 270 280.1 1,830 3,580

53,440 36,265 6,159 12,126 3.79 264 250.9 1,640 3,230

56,982 39,925 5,944 11,094 3.51 308 298.1 1,740 3,680

56,999 42,423 5,007 10,758 2.80 318 372.9 1,740 3,680

60,059 45,138 4,366 13,063 2.41 276 392.0 1,680 3,140

資料：農林水産省統計部「農産物生産費（個別経営体）」、参考は同「作物統計」

注：　なたね生産費は、平成29年産まではなたねを５ａ以上作付けした経営体、平成30年産からはなたねを10ａ以上作付

　　けした経営体を調査の対象としている。
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【統計表】

https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files/data?sinfid=000040283626&ext=xls

【調査の概要】

https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/noukei/seisanhi_nousan/gaiyou/

【調査結果の主な利活用】

　・　経営所得安定対策の資料のほか、各種政策の実施状況の把握や効果の検証等の資料として

　　利用

【ホームページ掲載案内】

　・　本資料は、農林水産省ホームページの統計情報に掲載している分野別分類「農家の所得や

　　生産コスト、農業産出額など」、品目別分類「工芸農作物（さとうきび、茶など）」の「農

　　産物生産費統計」で御覧いただけます。

https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/noukei/seisanhi_nousan/#y9

　・　本資料の詳細な数値はホームページに掲載（令和８年３月予定）します。

　・　公表した数値の正誤情報は、ホームページでお知らせします。

　なお、平成20年産調査における実績精度は、北海道が○○％、都府県が○○％であり、全◎本統計調査結果について

　  農林水産省　大臣官房統計部

　  経営・構造統計課　農産物生産費統計班

　  電話：（代表）03-3502-8111　内線3631

　　　　　（直通）03-6744-2040

◎農林水産統計全般について

    農林水産省　大臣官房統計部

    統計企画管理官　統計広報推進班

　  電話：（代表）03-3502-8111　内線3589

　　　　　（直通）03-6744-2037

お問合せ先

政府統計の総合窓口

（ｅ-Sｔａｔ）

https://www.e-stat.go.jp/
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